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我々ヒトは、自分を取り巻く環境を適宜認知し、その中で自己の欲求実現を最大化できるような行動を無意識のうちに選択している。その場合、環境内部での自己を含む社会構造の影響を非常に強くうけるため、我々ヒトは極めて社会的な生物だと言われる。このような内的な要求と外的な社会制約を整合的に処理するための作業空間として、脳内部に仮想的社会空間が構築されていることが示唆されている。すなわち、現実と直結した脳内部の仮想空間を介して、我々は環境を認知・操作し、行動を最適化し、社会的に正しい行動を行っていると考えられている。
そのような適応的行動を可能とする知性の仕組みとして、社会的脳機能という仕組みがあると考えられているが、様々な技術的困難を理由として定量的研究は殆ど行われておらず、依然定性的な行動学的観察に留まっており、神経科学的解明は不十分である。本研究は、社会的脳機能という我々の行動を大きく左右する根本的な機能でありながら、殆ど研究対象とされることの無かった未知の脳機能を明らかにすることを目指す研究である。

[image: image1..pict][image: image2..pict]２１年度は、２０年度に開発した頭部を固定しないヘッドフリー状態での眼球運動記録装置を用いた社会性課題実行中の脳活動記録を行った。課題条件は,Monkey Alone, Monkey HighとMonkey Lowの３条件下での餌取り課題を行わせた。神経細胞活動は、ECoG電極を用いて、外側前頭葉の広範囲から記録し、社会的文脈の操作による、行動の変化と、その時の神経活動の変化を解析した。神経活動の解析にはGranger Causalityという因果関係記述の方法を用いた。その結果、右図に示したように、潜在的な競合関係となる他者が存在するかしないかで、前頭葉のネットワーク構造が変化することがみられた。これは、新しい形での脳機能記述法であり、このようなネットワーク構造の変化が、適応的な社会的脳機能を実現していると示唆された。























